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市
民
の
大
き
な
願
い
「
座
間
総
合
病
院
」
の

開
院
が
も
う
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。こ
の「
座

間
総
合
病
院
」
の
開
院
の
実
現
ま
で
に
は
、
困

難
な
道
の
り
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
市
と
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
、
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。

　

「
座
間
総
合
病
院
」
は
、
市
内
に
あ
る
米
軍

基
地
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
」
の
土
地
の
一
部
（
キ

ャ
ン
プ
座
間
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ
ル
住
宅
地
区
の
一

部
）
が
返
還
さ
れ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
基
地
の
一
部
の
土
地
が
返
還
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
返
還
後
の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
有
効

活
用
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
「
座
間
総
合
病
院
」
の
開
院
を
前

に
、
特
に
病
院
の
開
院
ま
で
と
基
地
の
返
還
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
し
、
経
過
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
の
キ
ャ

ン
プ
座
間
返
還
地
の
今
後
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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　在日米軍基地は、日米安全保障条約
および日米地位協定に基づいて、国が
米軍の使用に供するために、施設など
を提供しています。
　基地の返還は、米軍の使用状況を考
慮し、「在日米軍から日本国政府へ返
還される」ため、基本的には、地方自
治体などが返還地を利用しようとする
場合、国の「国有地処分、返還財産の
処理方針」に基づき、「国から時価相
当額で買い取る」ことになっていま
す。

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
務
省
に
お
か
れ
て
も
、

民
間
病
院
に
対
し
て
国
有
地
の
転
貸

制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら

っ
て
い
た
だ
く
な
ど
多
大
な
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
神
奈
川
県
な
ど
に
も
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
関
係

機
関
に
は
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
事
業
も
実
現
ま
で
あ
と
一
歩
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
返
還
跡
地
の

有
効
活
用
に
向
け
着
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

い
よ
い
よ
市
民
の
悲
願
で
あ
る「
座

間
総
合
病
院
」
が
開
院
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
度
の
キ
ャ
ン
プ
座
間

の
一
部
約
５
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
返

還
地
に
お
け
る
本
市
の
「
改
訂
キ
ャ

ン
プ
座
間
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ
ル
住
宅
地

区
返
還
跡
地
利
用
構
想
」
に
基
づ
く

一
連
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
防
衛
省
の
ご

理
解
、
ご
協
力
の
も
と
進
め
、
こ
の

度
、
返
還
が
実
現
し
、
大
き
な
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
市
が
誘
致
し
た
民

間
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
日
米

の
共
同
使
用
と
い
う
前
例
の
な
い
手

法
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
り
わ

け
、
現
地
米
軍
を
は
じ
め
と
し
た
在

日
米
軍
に
も
大
変
な
ご
理
解
を
い
た

「キャンプ座間
返還跡地」の

有効活用に向けて

座間市長
遠藤　三紀夫
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南関東防衛局長から返還報告を受ける市長
（平成２８年２月２９日）

返還地の様子（平成２８年２月９日撮影）
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が
カ
タ
チ
に

返還前の様子（平成２３年４月２２日撮影）
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返
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れ
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
協
議

会
を
通
じ
て
、
国
と
対
等
の
立

場
で
協
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
協

議
結
果
を
逐
次
、
市
民
の
代
表

を
含
め
た
団
体
で
あ
る
座
間
市

基
地
返
還
促
進
等
市
民
連
絡
協

議
会
や
市
議
会
な
ど
に
も
報
告

を
し
つ
つ
、
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
こ

２１

１０

２８

の
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る

協
議
会
」
に
お
い
て
、
国
か
ら

す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン

プ
座
間
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ
ル
住
宅

地
区
の
一
部
約
１
・
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
加
え
て
、
日
米
間
の
検

討
の
過
程
を
踏
ま
え
、
最
大
の

「
返
還
候
補
地
」
案
と
し
て
、

約
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加

が
示
さ
れ
、
合
計
約
５
・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
返
還
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
国

と
し
て
、
こ
の
追
加
的
返
還
候

補
地
約
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

中
に
陸
上
自
衛
隊
家
族
宿
舎
を

建
設
し
た
い
旨
の
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
申
し
入
れ
を
受
け
、

市
は
、
返
還
候
補
地
約

５
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

全
面
的
に
活
用
し
た
い

旨
を
国
に
求
め
て
い
ま

し
た
が
、
国
か
ら
は
、

自
衛
隊
が
駐
屯
す
る
基

地
に
隣
接
し
て
い
る
返

還
候
補
地
内
に
家
族
宿

舎
を
建
設
し
、
集
中
居

住
を
す
る
こ
と
が
部
隊

の
運
用
に
あ
た
っ
て
一

課
題
で
あ
っ
た
市
消
防
庁
舎
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
も
こ
の
際
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
考
え
か
ら
、
新
消
防

庁
舎
を
跡
地
に
建
設
す
る
こ
と

を
加
え
、
基
本
構
想
を
改
訂
し

た
い
旨
を
「
座
間
市
基
地
返
還

促
進
委
員
会
」に
伝
え
ま
し
た
。

意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
同
意

し
て
い
た
だ
き
、
病
院
誘
致
ゾ

ー
ン
、
新
消
防
庁
舎
ゾ
ー
ン
、

公
園
ゾ
ー
ン
、
陸
上
自
衛
隊
家

族
宿
舎
ゾ
ー
ン
な
ど
大
き
く
四

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
た
「
改
訂

キ
ャ
ン
プ
座
間
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ

ル
住
宅
地
区
返
還
跡
地
利
用
構

想
」
を
平
成　

年
１
月　

日
に

２４

３０

策
定
し
ま
し
た
。
以
後
、
こ
の

利
用
構
想
に
基
づ
き
、
病
院
誘

致
を
始
め
と
し
た
返
還
跡
地
の

有
効
活
用
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月　

日
に
国（
財

２２

１８

務
省
）
か
ら
新
た
な
政
策
で
あ

る
「
新
成
長
戦
略
に
お
け
る
国

至座間一丁目方面

至入谷方面

定期借地権を活用した民間病院誘致のスキームを構築 定期借地権を活用した民間病院誘致のスキームを構築 

社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス（JMA） 
（市と病院事業者との定期借地権設定契約） 

転　貸 
 

返　還 

賃貸借 

（ ） 国 防衛省 財務省 所管替 

在日米陸軍 

市（財務省と市で国有財産の貸付合意書締結） 

陸陸陸陸陸陸陸陸陸上上上上上上上上上自自自自自自自自自衛衛衛衛衛衛衛衛衛隊隊隊隊隊隊隊隊隊
家家家家家家家家家族族族族族族族族族宿宿宿宿宿宿宿宿宿舎舎舎舎舎舎舎舎舎ゾゾゾゾゾゾゾゾゾーーーーーーーーーンンンンンンンンン

現消防庁舎

キキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンプププププププププププ座座座座座座座座座座座間間間間間間間間間間間返返返返返返返返返返返還還還還還還還還還還還地地地地地地地地地地地
約約約約約約約約約約約５５５５５５５５５５５．．．．．．．．．．．４４４４４４４４４４４ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘクククククククククククタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルののののののののののの跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡地地地地地地地地地地地利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画

～ 返 還 後 は こ う な る ～

返返返返返返返返
還還還還還還還還
地地地地地地地地
のののののののの
追追追追追追追追
加加加加加加加加

返
還
地
の
追
加

交交交交交交交交差差差差差差差差点点点点点点点点拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大図図図図図図図図交差点拡大図
交差点の改良により３方面へ通行可能に

病病病病病病病病院院院院院院院院誘誘誘誘誘誘誘誘致致致致致致致致ゾゾゾゾゾゾゾゾーーーーーーーーンンンンンンンン病院誘致ゾーン

座間総合病院完成予想図（ＪＭＡ提供）

追加返還が提示された後の第４回代表幹事会に臨む市長
（平成２３年１月２８日防衛省にて）

国国国国国国国国
有有有有有有有有
地地地地地地地地
のののののののの
転転転転転転転転
貸貸貸貸貸貸貸貸

国
有
地
の
転
貸

新消防庁舎

座間総合病院
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国国国国国国国国
とととととととと
のののののののの
協協協協協協協協
議議議議議議議議
機機機機機機機機
関関関関関関関関
のののののののの
設設設設設設設設
置置置置置置置置

国
と
の
協
議
機
関
の
設
置

新新新新新新新新
消消消消消消消消
防防防防防防防防
庁庁庁庁庁庁庁庁
舎舎舎舎舎舎舎舎
のののののののの
建建建建建建建建
設設設設設設設設

新
消
防
庁
舎
の
建
設

返返返返返返返返
還還還還還還還還
前前前前前前前前
のののののののの
工工工工工工工工
事事事事事事事事
着着着着着着着着
手手手手手手手手

返
還
前
の
工
事
着
手

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
一
部
返
還
は
、

世
界
各
国
に
駐
在
し
て
い
る
米

軍
を
再
編
す
る
動
き
の
中
で
、

在
日
米
軍
が
駐
在
す
る
日
本
国

で
も
、
平
成　

年
５
月
に
再
編

１８

の
方
向
性
を
示
し
た
「
再
編
実

施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
が
両
国
連
名
で
発
表
さ
れ

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
米
陸
軍
第
一
軍
団
司

令
部
（
前
方
）
の
キ
ャ
ン
プ
座

間
へ
の
移
駐
お
よ
び
キ
ャ
ン
プ

座
間
の
一
部
土
地
約
１
・
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
返
還
が
ま
ず
示
さ

れ
ま
し
た
。
以
降
、
米
陸
軍
第

一
軍
団
司
令
部
の
キ
ャ
ン
プ
座

間
へ
の
移
駐
を
巡
っ
て
は
、
国

と
市
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
国
は
、
こ
の
米

軍
再
編
が
基
地
機
能
強
化
で
あ

る
こ
と
、
市
民
に
と
っ
て
新
た

な
負
担
と
な
る
こ
と
を
認
め
た

上
で
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
恒
久

化
解
消
策
と
負
担
軽
減
へ
の
方

策
と
し
て
、そ
の「
確
認
書（
案
）」

を
市
に
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
市
が
受
け
入
れ
、
平
成　

年
２０

８
月
８
日
に
国
と
の
間
で
「
確

認
書
」
を
締
結
し
、
国
と
市
が

対
等
の
立
場
で
協
議
を
行
え
る

場
と
し
て
、
「
キ
ャ
ン
プ
座
間

に
関
す
る
協
議
会
」
が
設
立
さ

番
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
多
額
な
財
政
負
担
を
極
小

に
し
つ
つ
、
市
民
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
方
策
に
つ
い
て
の
協

力
も
求
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
受
け
て
公

募
に
よ
る
市
民
を
含
む
市
の
附

属
機
関
「
座
間
市
基
地
返
還
促

進
委
員
会
」
を　

年
ぶ
り
に
立

３０

ち
上
げ
、
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
チ

ャ
ペ
ル
・
ヒ
ル
住
宅
地
区
の
返

還
跡
地
の
利
用
計
画
」
に
つ
い

て
、
諮
問
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
５
回
に
お
よ
ぶ

審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
強

い
救
急
病
院
を
含
む
、
病
院
誘

致
ゾ
ー
ン
、
公
園
ゾ
ー
ン
、
陸

上
自
衛
隊
家
族
宿
舎
建
設
ゾ
ー

ン
の
大
き
く
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
た
返
還
跡
地
利
用
計
画
図

が
ま
と
め
ら
れ
、
平
成　

年　
２２

１１

月
９
日
に
市
が
答
申
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、

市
は
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
チ
ャ
ペ

ル
・
ヒ
ル
住
宅
地
区
返
還
跡
地

利
用
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
３
月　

２３

１１

日
に
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災

を
機
に
、
従
来
か
ら
の
大
き
な

有
財
産
の
有
効
活
用
」
に
つ
い

て
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
、
社
会
福
祉
施
設
に
そ
の
活

用
が
限
定
さ
れ
る
も
の
で
し
た

が
、平
成　

年　

月　

日
に
市
、

２２

１１

１８

関
東
財
務
局
、
南
関
東
防
衛
局

の
３
者
で
協
議
を
行
う
場
が
設

け
ら
れ
、
こ
の
制
度
の
転
貸
の

枠
組
み
を
、
こ
の
度
の
返
還
跡

地
へ
の
民
間
病
院
施
設
に
対
し

て
の
適
用
の
要
請
を
行
い
、
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成　

年
２２

　

月　

日
に
財
務
省
の
特
段
の

１２

２１

理
解
を
得
ら
れ
て
市
の
要
望
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
形
で
、
約
１

カ
月
と
い
う
極
め
て
短
期
間
の

う
ち
に
、
医
療
施
設
を
対
象
と

し
た
国
有
地
の
定
期
借
地
権
の

活
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
制
度
を
採
用
す
る
事
例
と
し

て
は
、
全
国
初
の
ケ
ー
ス
と
な

る
も
の
で
、
注
目
を
集
め
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ

り
、
用
地
を
購
入
す
る
た
め
の

莫
大
な
財
政
支
出
を
す
る
こ
と

な
く
、
財
政
上
の
負
担
が
極
力

少
な
い
形
で
の
事
業
展
開
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成　

年　

月　

日

２３

１０

３１

に
開
催
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員

会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
一

部
土
地
約
５
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
約
１
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
追

加
的
な
土
地
約
４
・
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
の
返
還
が
基
本
合
意
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
決
定
後
、
ま

ず
、
陸
上
自
衛
隊
家
族
宿
舎
の

建
設
へ
の
着
手
に
当
た
り
、
市

と
し
て
も
、
財
政
負
担
の
極
小

化
、
基
地
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
市
の
計
画
ゾ
ー
ン
を
含
む

返
還
地
全
体
の
粗
造
成
を
国
が

行
う
こ
と
な
ど
軽
減
策
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
国
（
防
衛
省
）

に
は
、
市
の
要
望
を
受
け
入
れ

て
も
ら
い
、
国
に
お
い
て
、
返

還
地
全
体
の
粗
造
成
工
事
を
行

う
こ
と
や
防
衛
省
所
管
の
補
助

金
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、

市
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
つ
つ

返
還
跡
地
の
有
効
活
用
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成　

年
春
の
病
院
開
業
の

２８

実
現
の
た
め
に
は
、
誘
致
病
院

の
建
設
工
事
に
一
刻
も
早
く
着

手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
策
と
し
て
、
平
成　

年
２５

５
月
２
日
、
陸
上
自
衛
隊
家
族

宿
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
日
米

合
同
委
員
会
で
共
同
使
用
に
よ

る
正
式
返
還
前
の
着
工
が
認
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
が

こここここここここ
れれれれれれれれれ
ままままままままま
ででででででででで
ののののののののの

取取取取取取取取取
りりりりりりりりり
組組組組組組組組組
みみみみみみみみみ
ととととととととと
成成成成成成成成成
果果果果果果果果果
ななななななななな
どどどどどどどどど

誘
致
す
る
病
院
の
民
間
事
業
者

に
よ
る
病
院
建
設
に
つ
い
て
も

そ
れ
と
同
様
に
正
式
返
還
前
の

工
事
着
手
を
認
め
る
こ
と
を「
キ

ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る
協
議
会
」

の
協
議
の
中
で
要
望
し
、
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
防
衛
省
と
在

日
米
軍
、
特
に
現
地
米
陸
軍
の

格
別
の
理
解
が
あ
り
、
平
成　
２６

年
６
月　

日
に
日
米
合
同
委
員

２６

会
で
、
極
め
て
異
例
と
な
る
共

同
使
用
に
よ
る
民
間
病
院
建
設

が
で
き
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
座

間
に
返
還
予
定
地
の
一
部
に
お

け
る
病
院
建
設
の
共
同
使
用
に

つ
い
て
、
政
府
の
閣
議
決
定
を

経
て
、
平
成　

年　

月　

日
に

２６

１０

１４

国
か
ら
「
提
供
国
有
財
産
の
一

時
使
用
許
可
」
が
出
さ
れ
た
こ

と
で
、
平
成　

年　

月
４
日
に

２６

１１

「
座
間
総
合
病
院
」
の
工
事
着

工
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
返
還
さ
れ
た
約
５
・

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
病
院
の
他
、
新
消
防
庁

舎
の
建
設
、
公
園
の
整
備
、
市

道
の
整
備
、
陸
上
自
衛
隊
家
族

宿
舎
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
消
防
庁

舎
は
、
庁
舎
建
設
に
係
る
実
施

設
計
が
完
了
し
、
財
務
省
か
ら

消
防
用
地
の
購
入
を
行
っ
た
後
、

平
成　

年
度
中
の
完
成
を
目
指

２９

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
新
消
防
庁
舎
の
建
設
に

当
た
っ
て
は
、
防
衛
省
の
理
解

に
よ
り
、
「
防
衛
施
設
周
辺
の

生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
助
成
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
形
で
整
備
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
園
整
備

に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画
の
策

定
後
、
着
手
し
ま
す
。
陸
上
自

衛
隊
家
族
宿
舎
に
つ
い
て
は
、

国
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

建
設
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
年
の

夏
頃
に
は
、
自
衛
隊
の
隊
員
を

新
た
な
市
民
と
し
て
迎
え
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
誘
致
の
実
現
後
、
他
の

土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
今

後
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　国と米国の間で、米軍の取り扱い
を定めた「日本国とアメリカ合衆国
との間の相互協力及び安全保障条約
第６条に基づく施設並びに日本国に
おける合衆国軍隊の地位に関する協
定」（通称、日米地位協定）を履行
することに関して、日米相互間の協
議を必要とする全ての事項を協議す
るための日米両政府間の機関。
　基地の返還や米国への国からの施
設提供などが協議・合意されます。

至相武台前駅方面

公公公公公公公公園園園園園園園園ゾゾゾゾゾゾゾゾーーーーーーーーンンンンンンンン公園ゾーン

スカイアリーナ座間
（市民体育館）

跡跡跡跡跡跡跡跡
地地地地地地地地
利利利利利利利利
用用用用用用用用
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のののののののの
諮諮諮諮諮諮諮諮
問問問問問問問問
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地
利
用
計
画
の
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問

新新新新新新新新消消消消消消消消防防防防防防防防庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎ゾゾゾゾゾゾゾゾーーーーーーーーンンンンンンンン新消防庁舎ゾーン

新消防庁舎完成予想図（平成２８年秋着手予定）

NN

日日日日日日日日
米米米米米米米米
間間間間間間間間
でででででででで
のののののののの
返返返返返返返返
還還還還還還還還
のののののののの
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日
米
間
で
の
返
還
の
合
意
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●
救
急
当
番
に
参
加

　

座
間
総
合
病
院
は
、
開
設
時

か
ら
救
急
の
当
番
に
参
加
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
従
来
よ
り
救
急
の
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
救
急

を
担
っ
て
い
る
相
模
台
病
院
、

相
武
台
病
院
と
連
携
し
て
、
市

が
最
も
重
視
す
る
救
急
患
者
の

市
内
３
救
急
病
院
で
の
市
内
受

入
率　

パ
ー
セ
ン
ト
の
実
現
を

８０

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
座
間
総
合
病
院
の
事

業
者
が
経
営
す
る
海
老
名
総
合

病
院
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
幅

広
い
医
療
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

●
診
療
科
目
は　

科
目

１９

　

診
療
科
目
は
開
設
時
か
ら　
１９

科
目
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
中
で

も
、
総
合
診
療
科
は
、
原
因
の

は
っ
き
り
し
な
い
発
熱
や
食
欲

不
振
、
体
重
減
少
な
ど
、
診
療

科
を
特
定
で
き
な
い
患
者
に
対

し
、
総
合
的
見
地
か
ら
内
科
診

療
を
行
う
科
で
す
。
患
者
の
病

状
に
応
じ
て
専
門
各
科
へ
案
内

し
、
的
確
な
医
療
が
提
供
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
総
合
力
を

活
か
し
、
救
急
に
お
い
て
も
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
救
急
患

者
を
で
き
る
限
り
対
応
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
脳
卒
中
・
虚
血
性
心
疾
患
へ

の
対
応

　

高
度
な
医
療
を
必
要
と
す
る

脳
卒
中
・
虚
血
性
心
疾
患
患
者

に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

血
管
造
影
装
置
な
ど
の
高
性
能

医
療
機
器
を
設
置
し
、
海
老
名

総
合
病
院
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
迅
速
か
つ
適
正
な
医
療
提

供
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

病
院
内
に
は
、
消
防
職
員
の

待
機
で
き
る
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

医
師
、
看
護
師
、
救
急
隊
員
が

顔
の
見
え
る
関
係
で
連
携
を
す

る
こ
と
で
、
救
急
医
療
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
。

●
人
工
関
節
・
リ
ウ
マ
チ
セ
ン

タ
ー

　

海
老
名
総
合
病
院
か
ら
全
国

有
数
の
手
術
数
を
誇
る
、
人
工

関
節
・
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
を

移
設
し
、
関
節
置
換
手
術
を
行

う
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
救

急
の
み
な
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
も
重
点
を
置
き
、

高
齢
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え

ら
れ
る
病
院
と
な
り
ま
す
。

◆
き
っ
か
け
は
市
民
の
声

　

病
院
誘
致
の
き
っ
か
け
は
、 

市
民
か
ら
の
声
で
し
た
。
平
成

　

年
に
行
わ
れ
た
第
四
次
総
合

２２計
画
の
地
域
懇
談
会
の
中
で「
何 

と
か
病
院
を
作
っ
て
も
ら
え
な

い
か
」
と
い
う
要
望
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
市
内
病

院
の
閉
院
・
移
転
に
よ
り
、
救

急
搬
送
の
う
ち
、
実
に　

パ
ー

７４

セ
ン
ト
が
市
外
に
搬
送
さ
れ
る

状
況
で
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、

キ
ャ
ン
プ
座
間
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ

ル
住
宅
地
区
の
一
部
返
還
が
現

実
の
も
の
と
な
り
、
返
還
予
定

地
へ
の
病
院
誘
致
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
病
床
確
保
と
い
う
課
題

　

病
院
誘
致
に
は
病
床
の
確
保

と
い
う
非
常
に
大
き
な
壁
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
県
央
二
次

保
健
医
療
圏
は
病
床
過
剰
地
域

で
あ
り
、
新
し
い
病
院
を
開
設

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
は
、
平
成　

年　

月
に

２２

１２

厚
生
労
働
大
臣
に
「
病
床
過
剰

地
域
の
撤
廃
等
に
つ
い
て
の
要

望
書
」
の
提
出
を
は
じ
め
、
誘

致
実
現
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
働
き
か
け
が
県
の
理
解
を
得

て
、
平
成　

年
３
月
に
県
保
健

２５

医
療
計
画
が
改
定
さ
れ
、
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
な
い
県

央
二
次
保
健
医
療
圏
に
対
し
て

病
床
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成　

年
３
月　

日
に
県

２６

２８

央
地
区
に
示
さ
れ
た
２
３
５
床

の
病
床
が
、
座
間
総
合
病
院
に

配
分
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
病
床
確

保
と
い
う
大
き
な
課
題
を
乗
り

越
え
、
病
院
誘
致
が
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
。

◆
公
募
・
事
業
者
の
決
定

　

病
床
の
確
保
と
い
う
課
題
に

取
り
組
む
一
方
で
、
誘
致
病
院

が
早
期
に
着
工
で
き
る
よ
う
、

公
募
へ
の
取
り
組
み
も
並
行
し

て
行
い
ま
し
た
。
平
成　

年
８

２３

月
に
医
療
関
係
者
を
交
え
た「
座 

間
市
病
院
誘
致
協
議
会
」
を
設

置
し
、
公
募
条
件
や
病
院
の
選

定
方
法
に
つ
い
て
５
回
に
わ
た

る
協
議
が
行
わ
れ
、
「
座
間
市

病
院
公
募
要
領
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

平
成　

年
４
月　

日
か
ら
公

２５

１１

募
を
開
始
し
、
４
事
業
者
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中

か
ら
最
も
適
当
な
病
院
事
業
者

を
選
定
す
る
た
め
、
庁
内
委
員

か
ら
な
る
「
座
間
市
公
募
に
係

る
病
院
事
業
者
評
価
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
６
回
に
わ
た

り
評
価
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

平
成　

年
７
月
１
日
に
は
、
弁

２５

護
士
な
ど
の
有
識
者
か
ら
な
る

「
座
間
市
誘
致
病
院
選
考
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

選
考
委
員
会
は
、
評
価
検
討
委

員
会
か
ら
の
結
果
報
告
を
受
け

て
、
総
合
的
見
地
か
ら
審
議
を

重
ね
、
誘
致
病
院
事
業
者
と
し

て
「
社
会
医
療
法
人
ジ
ャ
パ
ン

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」

（
以
下
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
）

を
選
考
し
た
旨
の
答
申
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

主
な
選
考
理
由
は
、
①
安
定

し
た
経
営
基
盤
②
海
老
名
総
合

病
院
の
救
急
医
療
の
実
績
、
同

病
院
と
の
連
携
に
よ
る
虚
血
性

心
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
へ
の
対

応
③
市
が
望
む
３
０
０
床
規
模

の
総
合
的
病
院
の
実
現
に
向
け

た
極
め
て
具
体
的
な
増
床
の
提

案
な
ど
で
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

平
成　

年
８
月　

日
に
Ｊ
Ｍ
Ａ

２５

２６

を
病
院
事
業
者
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

誘致病院選考委員会答申書受領の様子

◆
覚
書
・
協
定
・
そ
の
後

　

そ
の
後
、
「
（
仮
称
）
座
間

総
合
病
院
開
設
に
向
け
た
連
絡

協
議
会
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ

と
座
間
総
合
病
院
の
詳
細
を
定

め
る
覚
書
お
よ
び
協
定
書
の
内

容
を
協
議
し
ま
し
た
。
平
成　
２５

年　

月
３
日
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
と
「
病

１０
院
の
開
設
及
び
運
営
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
覚
書
」 

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
７
月　

日

２６

１５

に
開
設
日
・
病
床
規
模
・
診
療

科
目
な
ど
の
事
項
を
定
め
た「
病 

院
の
開
設
及
び
運
営
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
締
結
し
、
座
間

総
合
病
院
の
姿
が
よ
り
具
体
的

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
１
日
に
座
間

２６

１２

総
合
病
院
の
開
設
許
可
が
県
知

事
か
ら
出
さ
れ
、
平
成　

年
２

２８

月　

日
に
は
返
還
予
定
地
が
正

２９
式
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
関
係
団
体
の
協
力
の
下
、
病

院
誘
致
事
業
は
前
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

　

年
４
月
、
座
間
総
合
病
院
が

２８遂
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

ＪＭＡとの協定締結の様子

こ
れ
ま
で
の
歩
み

4月オープン座間総合病院 4月オープン座間総合病院 4月オープン座間総合病院 
担当　　医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

病床３５２床（一般病床２３５床、療養病床１１７床）

座
間
総
合
病
院
の
姿

座
間
総
合
病
院
の
姿

救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急
車車車車車車車車車車
のののののののののの
適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正
利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用
をををををををををを

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　

緊
急
性
の
低
い
要
請
が
多

発
す
る
と
、
生
死
に
か
か
わ

る
傷
病
者
の
要
請
に
対
し
て

救
急
車
の
到
着
が
遅
延
し
て

し
ま
い
、
救
え
る
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
救
急
車
の
適
正

利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

愛川町 

清川村 

海
老
名
市 

相模川 

綾瀬市 

厚木市 

座間市 
大
和
市 

県
央
二
次
保
健
医
療
圏

診診診診診診診診診診診 療療療療療療療療療療療 科科科科科科科科科科科 目目目目目目目目目目目
内科（総合診療科）、消化器内科、糖尿病内科、
循環器内科、神経内科、漢方内科、小児科、外
科、整形外科、リハビリテーション科、脳神経
外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳
鼻咽喉科、麻酔科、放射線科、リウマチ科

センター　人工関節・リウマチセンター

外来診療は４月４日（月）から

○住　所　相武台１－５０－１
○駐車場　２４７台収容
○専用シャトルバス　座間
市役所・相武台前駅北口
出発

　※４月４日（月）から運行開始。

アアアアアアアアアアア ククククククククククク セセセセセセセセセセセ ススススススススススス診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間（外来診療は４月４日（月）から）
月曜～金曜日　午前９時～、午後２時～
　　　土曜日　午前９時～（午後休診）
　　　日曜日、祝・休日　休診（救急対応あり）

コールセンターによる電話予約（救急などは除く）

1０４６（２５１）８０００ ※４月１日（金）から運用開始。
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